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研究トピックス： 

起泡性を持つ茶の物性について 

地域食材や食文化を活用した商品開発・食育活動 

研究の要旨：  

私の専門分野は調理学ですが、「調理」は食事作りの最終段階を担っており、その具体的な

食事計画には、食品の選び方、栄養、嗜好性、調理操作、食品の調理特性、食卓構成、供食、

食文化と、幅広い内容を含んでいます。日々の食生活の中で、ふと疑問に思うこと、大切にし

たいと考えることを追及していくのは、とても楽しいものです。30 年来、「茶」に関して、

特に起泡性を持つ茶の物性について研究を続けてきました。また、ここ 10 年ほどは、地域の

食材・食文化を活用した商品開発や食育活動に取り組んでいます。 

山口県は三方を海に囲まれ、豊かな自然に恵まれた食材の宝庫です。地域に根付く食材や料

理に焦点をあて、広く県内外にアピールすることで、食文化を次世代へと継承し、また地域活

性の一助となることができるようにとの思いで研究をかさねています。 
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